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（研究機関の名称：広島市立広島市民病院） 

 

現在、当院脳神経内科で実施している研究へご協力のお願い 

 

１．研究課題名 

てんかんレジストリを用いた広島のてんかん診療実態の把握 

 

２．対象となる方 

2021年 5月～2026年 3月の間に、広島市立広島市民病院 脳神経内科および共同研究機

関において、てんかん（疑い含む）の治療を受けられた患者さん 

 

３．研究の目的  

てんかんは 100人に一人みられる頻度の高い神経疾患ですが、本邦におけるてんかん診療

の実態、特に診療の質の把握は十分ではありません。どのような治療を受けて、その後に

どのような経過となっているのか長期的な転帰を明らかにすることの意義はとても大きい

と考えています。そこで、広島市を中心としたてんかん診療の現状を把握することを目的

としています。 

 

４．研究期間 

2021年 12月（倫理審査委員会承認後）～2028年 3月 31日（予定） 

 

５．研究に使用する試料・情報の種類 

診療情報等： 

性別、年齢、既往歴、生活歴、内服薬、発作症状、発作頻度、家族歴、家族構成、診断

名、治療内容、初発から診断までの期間、バイタルサイン（初診時）、一般身体所見、神

経所見、学歴および職歴、血液検査結果、脳脊髄液検査結果、画像診断結果、脳波判読結

果、神経生理検査結果、外科的治療の有無、高次脳機能検査（神経心理検査）結果、長時

間ビデオ脳波モニタリング検査結果、外来通院日数、外来検査回数（脳波など）、遠隔診

療（オンライン診療）、遠隔での診療サポート、オンラインでのカンファレンスへの参加

状況、各診療科での合同カンファレンスへの参加状況など可能な範囲で用います。 

  

６．研究組織 

この研究に使用する試料・情報を研究代表機関である広島大学病院に提供させていただき、

データベースを作成します。研究に使用する全ての情報は匿名化処理、パスワード管理を

行い、患者さんの氏名やカルテ番号、住所などが特定できないようにしたうえで提供しま

す。また、患者さんの氏名やカルテ番号を置き換えた番号との対応表も当院で保管し、当
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院以外へはでません。各研究組織における研究会発表、学会発表、論文発表の際は、広島

大学病院からデータが提供されます。 

 

【主な提供方法】 

電子的配信により提供します。 

 

７．研究組織 

広島大学病院 （研究責任者：丸山 博文） 

広島市立広島市民病院 （研究責任者：野村 栄一） 

広島市立舟入市民病院 （研究責任者：上利 大） 

広島市立安佐市民病院 （研究責任者：宍戸 丈郎） 

 

８．研究代表者及び研究責任者 

研究代表者： 

広島大学大学院医系科学研究科脳神経内科学 丸山 博文 

 

当院の研究責任者： 

広島市立広島市民病院脳神経内科 野村 栄一 

   

９．お問い合わせ先 

この研究は、広島市立広島市民病院倫理審査委員会の承認を得て実施しています。 

また、患者さんを特定できないようにしたうえで、学会や論文で発表する予定です。 

 

この研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   〒７３０－８５１８ 広島市中区基町７番３３号 

   電話 （０８２）２２１－２２９１（代表） 

   広島市立広島市民病院 脳神経内科 野村 栄一 


